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建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

区 分 敷地が環七に接する建築物等 
敷地が環七に接する建築
物以外の建築物等 

建築物の沿道整備道路
に面する部分の長さの
敷地の沿道整備道路に
接する部分の長さに対
する割合の最低限度 

７／１０ 

ただし、都市計画施設の区域内（①,②,③,④）は除く。 

－ 

建築物の高さの最低限
度 

環七の路面の中心から５ｍ 

ただし、都市計画施設の区域内（①,②,③,④）は除く。 － 

建築物の構造に関する
遮音上必要な制限 

環七の路面の中心からの高さが５ｍ未満の範囲を空隙のない壁が設けられたも
のとする等、遮音上有効な構造とする。 

ただし、都市計画施設の区域内（①,②,③,④）は除く。 
－ 

建築物の構造に関する
防音上必要な制限 

住宅、学校、病院その他の静穏を必要とする建築物について、居室部分の閉鎖し
た際の窓、出入口並びに屋根及び壁等は、防音上有害な空隙のない構造であるとと
もに、防音上支障がない構造とする。 

なお、建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号）第１３６条の２の５

第１項第１６号に定める措置を講ずるものとする。 

同左 

ただし、Ⓒ,Ⓕの区域を

除く。  

垣又はさくの構造の制
限 

緑化推進保全区域（Ⓐ,Ⓑ,Ⓒ,Ⓓ,Ⓔ,Ⓕ）にある道路（環七及び東京都市計画道路幹線街路放射第５

号線を除く。）又は通路に面した垣・さくは、生垣又はネットフェンス等透視可能な構造とする。 

ただし、高さ１ｍ以下の部分又は法令等の制限上やむを得ない場合はこの限りでない。 

土
地
利
用
に

関
す
る
事
項 

緑化推進保全区域 Ⓐ,Ⓑ,Ⓒ,Ⓓ,Ⓔ,Ⓕの区域において、緑化の推進保全を図る。 
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